
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

３
学
期

段取りを組んで取り組む力
課題を見つける力
仮名の学習

日本の仮名の古典を学びながら、
変体仮名、連綿の構造などを知
る。日本の美の一つに挙げられる
仮名に親しむ。

〇 〇

漢字を字源とする仮名の特徴を知っていく。仮名の美しさを味わう。

各自で好きな文章などを作品に作り上げる。言葉へのアンテナを磨くことも大切。互いの作品鑑賞もこの学びの重要な要素。

〇

段取りを組んで取り組む力
課題を見つける力
漢字かな交じりの学習

漢字かな交じりの書で創作の基本
を学ぶ。

〇 〇
合
計

70

20

蘭亭序を臨書して学びながら、行
書の基本を身に着けていく。

〇 〇

丁寧に手本を読み解くことと、文字の構造から洞察する力を身に着けたい。

〇

互いの作品への鑑賞することは、展示をしていくうえで重要な要素。協力して作業を進める態度が大切である。

〇 〇

作品制作の基礎を学び、自ら創意工夫をして
いく態度を期待したい。

〇 〇 〇 10

２
学
期

コミュニケーション能力
一緒に社会を作る力
作品展示

文化祭に向けた作品展示　クラス
メートまたは、グループで協力し
て作業を進めること。

課題を解決する力
様々な変化へ対応する力
書の作品制作の導入

孔子廟堂碑　筆法を知る。九成宮
禮泉銘との比較してそれぞれの特
徴を理解していく。

〇 〇

１
学
期

課題を見つける力
書道の基本

書道用具の正しい扱い方を学ぶ。
また、芸術としての書に触れる。
書の鑑賞の導入。

〇

16

段取りを組んで取り組む力
課題を見つける力
行書の学習

〇

九成宮禮泉銘と孔子廟堂碑との違いを意識し
て、臨書にのぞむこと。

〇 〇 〇 10

筆法を理解していること。臨書するために
じっくりとお手本に向き合うこと。

〇 〇 〇 10〇

段取りを組んで取り組む力
課題を見つける力
楷書の学習

孔子廟堂碑　筆法を知る。九成宮
禮泉銘との比較してそれぞれの特
徴を理解していく。

〇

段取りを組んで取り組む力
課題を見つける力
楷書の学習

九成宮禮泉銘　筆法を知る。実際
に書くことは勿論のこと、言葉に
して説明もできるようになってほ
しい。

〇

○

書道用具の扱い方にも心を配る態度。鑑賞す
る態度を知ること。

○ ○ ○ 4

知 思 態

配
当
時
数

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

林　徳子、桑原明日香 （　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の基本的な技術を身に着けるとともに、表現す
るうえで適切な技法を身に着けていく。

書の歴史的背景、書家の人物像にも思いを馳
せ、筆法の説明も自らの言葉でできるように、
臨書、鑑賞を重ねていく。

自主的に創意工夫を重ねていく学習態度を身に
着けていく。表現する技術と感性を自ら高めて
いくことで、生涯にわたって、書、芸術を愛好
する心情を育んでいきたい。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

教育図書　書１

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する教科の特質を理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に着けようとする。

（　１・２組：　桑原明日香　　　） （３・４組：林　徳子　　　　）



３
学
期 各自で好きな文章などを作品に作り上げる。言葉へのアンテナを磨くことも大切。互いの作品鑑賞もこの学びの重要な要素。段取りを組んで取り組む力

課題を見つける力
漢字かな交じりの学習

漢字かな交じりの書で創作の基本
を学ぶ。

〇 〇

70


